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ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

イ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

エ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動

　
　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

　
　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

＊�

令
和
４
年
度
は
、
イ
お
よ
び
ウ
の
２
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

実
施
さ
れ
な
か
っ
た

「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

令
和
４
年
度
開
講
教
室

　

茶
道
教
室　
　

講
師　

吉
田
宗
翠

　

華
道
教
室　
　

講
師　

中
谷
豊
甫

　

能
楽
教
室　
　

講
師　

惣
明
貞
助

　

香
道
教
室　
　

講
師　

早
川
光
菜

　

絽
ざ
し
教
室　

講
師　

北
村
悠
紀
子

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室　
　

講
師　

ユ
ミ
コ
レ
イ
モ
ミ

「
高
校
留
学
生
の
た
め
の�

�
�

日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

令
和
５
年
２
月
11
日
（
土
祝
）　

於　

鴨
沂
会
館

書
道　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

塩
小
路
光
端　

助
手
２
名

　
「
楽
し
い
書
道
」

茶
道　

裏
千
家　
　
　
　

講
師　

吉
田
宗
翆　
　

助
手
２
名

　
「
薄
茶
点
前
の
実
演
と
呈
茶
及
び
留
学
生
の
盆
略
点
前
の
実
習
」

華
道　

未
生
流
笹
岡　
　

講
師　

中
谷
豊
甫

　
「
伝
統
文
化
を
踏
ま
え
た
生
け
花
の
実
習
」

　

ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
韓
国
・

ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
イ
・
中
国
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
キ

ス
タ
ン
・
ネ
パ
ー
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
京
都
府
の
高
校
６
校

に
留
学
中
の
高
校
生
13
名
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
生
３
名
、

Ａ
Ｆ
Ｓ
関
係
者
数
名
が
参
加
し
て
、
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
が

行
わ
れ
た
。
西
尾
理
事
挨
拶
と
留
学
生
や
講
師
、
そ
の
他
の
参
加
者

の
自
己
紹
介
の
後
、
書
道
、
茶
道
、
華
道
に
つ
い
て
の
講
義
及
び
実

技
体
験
が
行
わ
れ
た
。
実
習
終
了
後
、
留
学
生
は
体
験
作
品
の
発
表

と
感
想
文
の
作
成
を
行
い
、
記
念
の
写
真
撮
影
を
し
て
閉
会
し
た
。

高
齢
者
福
祉
及
び
国
際
相
互
理
解
の
促
進
に

資
す
る
た
め
の
芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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高校留学生体験学習会  参加者
氏　名 愛　称 国　籍 所属校

留学生
Duru�Tufekcier デゥル トルコ 花園高校
Munkhchimeg�Narantuya ミチコ モンゴル 光華高校
Rizka�Setijawan チカ インドネシア 光華高校
Sofia�Lisnes ソフィア ノルウェー 山城高校
Hyewon�Kwon へウォン 韓国 立命館高校
Neta�Peiris ネタ スリランカ 立命館高校
Chutikam�Sutthisarn アユー タイ 福知山高校
Kuyu�Bai ハク 中国 福知山成美高校
An�Sengly セングリー カンボジア 福知山成美高校
Canja�Renzhel� レンゼル フィリピン 福知山成美高校
Saboor�Abdul サブ パキスタン 福知山成美高校
Anish�Acharya アニシュル ネパール 福知山成美高校
Araf�Saalil サーリル バングラデシュ 福知山成美高校
ボランティア
村松大地 Dくん 日本 京都大学
居内陽花 ひま 日本 立命館大学
井本千恵 ちひろ 日本 同志社大学
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「
楽
し
い
書
道
」

塩
小
路�

光
端

　

今
回
、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
書
道
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
き
ま

し
て
は
、
今
ま
で
の
海
外
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
違
い
、
思
わ
ぬ
困
難

が
あ
り
ま
し
た
。
準
備
段
階
で
は
授
業
内
容
が
ま
と
ま
ら
ず
困
惑
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
父
か
ら
教
わ
っ
た
「
と
に
か
く
書
道
を

楽
し
み
な
さ
い
」
に
立
ち
返
り
、
留
学
生
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か

す
た
め
、
留
学
生
の
方
々
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
漢
字
表
か
ら

一
字
を
選
び
出
し
、
選
ん
だ
文
字
を
出
来
る
だ
け
覚
え
て
も
ら
う
よ

う
に
心
が
け
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
文
字
を
自
分
た
ち
の
文
字

に
す
る
と
い
う
方
法
で
書
道
の
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
く
で

き
る
よ
う
な
方
法
で
授
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
多
く
の
生
徒
さ
ん
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」、「
先
生
と

別
れ
る
の
が
悲
し
い
」
や
「
再
び
日
本
に
来
た
い
」
な
ど
の
喜
び
の

声
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事

が
出
来
、
無
事
に
授
業
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
の
は
職
員
の
方
や
理
事
の
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
皆
様
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
留
学
生
の
盆
略
点
前
の
実
習
」

裏
千
家　

吉
田�

宗
翆

　

二
月
に
高
校
留
学
生
の
体
験
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
も

盛
況
で
足
の
痛
さ
も
苦
に
な
ら
な
い
程
に
、
興
味
津
々
で
し
た
。
席

入
り
後
、
床
の
説
明
等
も
よ
く
理
解
さ
れ
た
模
様
で
す
。
次
に
抹
茶

の
点
前
を
披
露
し
、
二
月
の
お
菓
子
「
こ
ぼ
れ
梅
」
で
全
員
に
一
服

差
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
自
で
盆
略
点
前
の
実
習
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
袱
紗
さ
ば
き
を
学
習
、
続
い
て
棗
、
茶
杓
を
清

め
、
茶
筅
通
し
を
し
、
茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
、
各
自
で
棗
か
ら
茶
杓

で
茶
を
す
く
い
茶
碗
に
入
れ
る
。ポ
ッ
ト
の
湯
を
注
ぎ
、茶
筅
を
振
っ

て
茶
を
点
て
る
。
こ
の
一
連
の
点
前
を
三
人
で
指
導
し
ま
し
た
。
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会　

記

床　
　
　
「
日
々
是
好
日
」�

国
泰
寺　

心
田
老
師　
　

香
合　
　

ほ
た
て
貝　

梅
の
花

花　
　
　

水
せ
ん
・
椿

花
入　
　

常
什

水
指　
　

黄
ご
う
ち

棚　
　
　

四
方
卓

薄
器　
　

菊
桐
蒔
絵
大
棗�

光　
　

秋　

造

茶
杓　
　
「
峯
の
松
風
」�
紫
野
龍
源
院　

細
合
唱
道　

作

茶
碗　
　

ひ
な
の
絵

　
　
　
　

奈
良
絵�
赤
膚　

昭　
　

山　

造

蓋
置　
　

ぼ
ん
ぼ
り

茶　
　
　

冨
獄�
柳 

桜 

園　

詰

菓
子　
　

こ
ぼ
れ
梅�
亀 
広 

脇　

製

令
和
五
年
二
月
十
一
日　

京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室　

吉
田
宗
翠

「
生
け
花
の
実
習
」

中
谷�

豊
甫

　

机
の
真
ん
中
に
置
か
れ
て
い
た
ア
ク
リ
ル
板
が
な
く
な
り
、
コ
ロ

ナ
前
の
会
議
室
に
戻
り
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
新
鮮
で
嬉

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
の
学
習
会
は
、
書
道
の
体
験
学
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、素
敵
な
作
品
を
作
ら
れ
て
、緊
張
が
解
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
華
道
で
も
生
徒
さ
ん
達
は
和
気
藹
々
、
花

材
を
見
極
め
枝
を
切
り
剣
山
に
さ
し
、
驚
く
ほ
ど
早
く
作
品
を
い
け

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
す
と
、
そ
れ
を
前
に
し
て

全
員
で
記
念
撮
影
を
致
し
ま
す
。
そ
の
後
、
生
徒
さ
ん
達
に
は
お
花

を
持
ち
帰
る
時
の
包
み
方
と
、
帰
っ
て
か
ら
の
扱
い
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
す
。
花
器
が
な
け
れ
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
グ
ラ
ス
で
も
い

い
の
で
、
お
花
を
い
け
て
、
蕾
か
ら
花
が
咲
い
て
散
る
ま
で
を
見
届

け
て
ほ
し
い
と
、
い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
お
花
と
人

間
の
一
生
が
重
な
る
か
ら
で
す
。
お
花
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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「
高
校
留
学
生
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
報
告
」

（
公
財
）
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会　

京
都
支
部
顧
問　

荒
木�

泰
子

　

今
回
は
土
曜
日
で
祝
日
の
「
建
国
記
念
日
」
に
当
た
り
、
先
生
方

の
ご
出
講
に
も
ご
不
便
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ま
し
た

が
、
遅
れ
が
ち
の
遠
方
（
三
島
、
福
知
山
）
か
ら
の
留
学
生
た
ち
も

時
間
通
り
に
到
着
。
矢
島
、
西
尾
理
事
ら
に
迎
え
ら
れ
て
１
時
前
に

開
講
。
秋
年
間
生
の
ド
ゥ
ル（
ト
ル
コ
）、ソ
フ
ィ
ア（
ノ
ル
ウ
エ
イ
）、

文
部
科
学
省
か
ら
の
受
託
事
業
「
ア
ジ
ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
生
11
名
（
京
都
２
名
、
三
島
２
名
、
福
知
山
７
名
）
と
日
本

人
大
学
生
３
名
が
２
班
に
分
か
れ
て
書
道
、
華
道
、
茶
道
の
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

書
道
で
は
２
名
の
助
手
さ
ん
ま
で
付
け
て
い
た
だ
き
、
か
な
り
の

人
数
の
生
徒
に
手
厚
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
漢

字
表
か
ら
好
み
の
１
文
字
を
練
習
し
、
最
後
は
色
紙
に
清
書
し
て
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
最
初
の
文
字
「
線
」
を
書
き
あ
げ
て
か
ら
「
顔
」

を
選
ん
で
書
い
て
い
た
ド
ゥ
ル
に
、
そ
の
字
を
知
っ
て
い
る
の
か
、

な
ぜ
選
ん
だ
の
か
と
尋
ね
る
と
「
一
番
難
し
そ
う
だ
か
ら
」
と
の
答

え
。
挑
戦
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。

　

茶
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
正
客
に
座
っ
て
く
だ
さ
る
男
性

理
事
さ
ん
も
お
ら
れ
ず
、
私
ど
も
日
本
人
付
き
添
い
が
正
客
、
お
詰

め
の
役
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
…
。
生
徒
た
ち
は
正
座
に
足

を
し
び
れ
さ
せ
な
が
ら
、
ふ
く
さ
さ
ば
き
に
悪
戦
苦
闘
。

　

華
道
で
も
、
花
は
上
下
ど
ち
ら
か
ら
つ
ぼ
み
が
開
く
か
、
花
の
向

き
は
ど
う
か
な
ど
植
物
の
基
本
的
な
性
質
を
復
習
し
て
か
ら
体
、添
、

用
の
活
け
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

遠
方
へ
帰
る
列
車
の
時
刻
制
限
も
あ
り
、
い
つ
も
な
が
ら
墨
汁
や

硯
の
後
始
末
も
お
任
せ
し
た
ま
ま
生
徒
た
ち
が
帰
る
こ
と
に
な
り
、

経
費
一
切
も
「
負
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
」
で
お
世
話
に
な
り
、
心
苦
し
く

思
い
な
が
ら
も
、
本
当
に
よ
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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高校留学生
体験学習会

外国人
体験学習会
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ドゥル：みんなありがとうございます。
日本の文化について多くのことを学び
ました。この会を開催してくださった
皆様に感謝いたします。影の授業はと
ても楽しかったです！花も本当にきれ
いでした！

アニッシュ：今日はとても楽しかっ
たし、あたらしいともだちやせんしと
いっしょにあたらしいことをまなべた
のはほんとうによいけいけんでした。
わたしはあたらしいことをまなぶのが
だいすきてす。みなさん、今日はあり
がとうございました。
I was so fun today thank you 
everyone!!!  Happy to meet you all.

アユ：今日は日本の文化に学んでほ
んとに良かったです。書道茶道そして
華道学ぶことが楽しかったですよ！日
本の文化を教えに来てくださった先生
方、本当にありがとうございます。う
れしいです　とてもいい経験になりま
した。機会があったら、日本の文化に
もっと学びたいです。これから日本語
が上手になるために、一生懸命勉強し
ます！

レソゼル ジヨイ カンハ：今日は楽し
かったです！みんなさまほんとにあり
がとうございました。このけいけんは
私にとってとてもきおくにのこるもの
です。しょどう、さどう、はなのーア
レンジメントをまなびました。とても
楽しくておもしろいけいけんです。先
生たちはゆうしゅうで、いつもわた
したちをたすけてくれます。それか
ら、わたしたちがつくるた花としょど
うをとることができてうれしいかった
です。また、まちゃはおいしかったで
す。このきかいをありがとうございま
した、わたしはそれをつくりました！

サーリル・アイマン・アラフ：今日は
日本の文化活動を楽しく学びました。
書道の技術を向上させ、おいしい日本
の茶道のお菓子とお茶を味わいまし
た。フラワーアレンジメントも今日が
初めてだったので、角度や長さを考え
るのがとても楽しかった。全体として、
教師と生徒は皆とても歓迎してくれた
ので、新しい人々と出会い、笑い、学
ぶのは楽しかったです！

ネタ：しょどうはむずかしくてもがん
ばりました。いけべなもはじめてつく
りました。Tea ceremonyもとてもお
もしろかった。こんなんおしえてくれ
たのほんとにありがとうごさいます。
さしぶりにりゅがくせいみんなあいま
した。とてもおもしろかった。とても
たのしかった。ありがとうごさいます。
I think this is the last meating of all 
us from AFS we learned many things. 
Today also very special day for us. 
Thank you very much for all these 
experiences. Thank you for your 
kindness. Again and again thank you 
very much.

リズカラマダニセティジャワン／千花 
：今日は楽しかったです。私はたくさ
んおしえてくれてありがとうございま
す。たくさんチャンスとけいけんをあ
げてありがとうございます。いろいろ
なことを学なびました。いけばなと書
道と茶道おいしかった。ありがとうご
ざいます！

ソフィア リスネス：私は本当に感しゃ
を感じている。ねだんが高いし、先生
もいっぱいいたし、みんなよくはたら
いたよね。それでありがとう。面白く
て日本の文化を考えてくれてありがと
う。また行きたい！
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サブール：今日は良い経験でした。さ
まざまな文化活動に参加しました。あ
りがとうございました。
It was one of memorable experiences 
of my life in Japan and I got to 
participate in different cultural activities 
like Sado, flower arrangement, 
Calligraphy.  Thanks to volunteers and 
teachers at cultural centre who made 
it very easy & possible for us.

セソグリー：今日はとても楽しかった
です！茶道、華道、書道など、日本文
化のさまざまな側面を体験することが
できました。アートはとても面白いで
す！ここでもっと素晴らしい時間を過
ごすことを楽しみにしています！どう
もありがとうございました！♡

Kwon hyewon：今日文化体験に参加
してすごくよかったと思います。書道、
茶道、盛花などを習ってうれしかった
んです。まっちゃはすこしは慣れてき
たと思ったのにまだにがいですね。漢
字を書くのは前よりうまくなったと思
います。しんせつに教えてくださてあ
りがとうございます。盛花は人生で初
めてです、花もあんまり好きではない
のに盛花はすごく楽しみにしました。
あとでもやって見たいです。今日誠に
ありがとうございました。

ハクコンウ：帰国はまだ１か月しかな
いです。この一年間何しましたか。何
か収穫があるかなあ。福知山は田舎で、
イベントもないし、交通も不便で、今
日は京都支部に誘いてもらえた。うれ
しいです。日本の伝統文化を体験して、
想像以上におもしろいです。私の留学
考えは、日本の各地文化を了解して、
中国とどんな違いがありますか？中日
両国は唐の時代でお互いに交流して、
いままで何千年も継いています。中日
両国はお互いに進歩して、文化を交流
するようになります！

ナラントヤムンフチメグ：モンゴルに
帰る前に日本の伝統文化を一日に体
験させていただいて本当によかったで
す。書道は学校でやったことあるん
ですけど、力ぬいて書くなどは知らな
かったです。いつもやっていることに
も気づいてないことあるんですねと思
いました。華道はお花のにおいがすご
くいいにおいでした。華道をやってい
る時に、頭の中がしーんとなって、ま
わりにも何もないような一人のゆうゆ
うな時間でした。茶道に興味があるの
で、学校で茶道部に入っています。茶
道をやっている時に私のすべてが正し
くなった気がするから好きです。教え
てくださったみなさんありがとうござ
います。

高校留学生日本伝統文化体験学習会感想文
令和５年２月11日の体験学習会に、AFSの秋年間生２名と文科省
からAFSが受託した「文部科学省補助事業　アジア高校生架け橋
プロジェクト」の生徒11名とサポートの日本人大学生３名が参加
しました。感想文はそのまま載せましたので、留学生の勉強の成
果を温かい目でご覧ください。
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「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

　

令
和
４
年
度
は
、
京
都
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
が
ド

イ
ツ
か
ら
招
聘
し
た
研
究
者
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
８
名（
延
べ
15
名
）が
、

５
回
に
わ
た
っ
て
茶
道
、
華
道
、
香
道
を
体
験
学
習
し
た
。

令
和
４
年
10
月
20
日
（
木
）

茶
道　

裏
千
家　

講
師　

吉
田
宗
翆

　

受 

講 

者
：
バ
ル
バ
ラ
・
ハ
ン
グ
（
イ
タ
リ
ア
）

　
　
　
　
　
　

ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ク
ヴ
ァ
ス
ト
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ブ
レ
イ
デ
ィ
ー
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ヘ
ニ
ン
グ
・
ベ
ッ
ク
ホ
フ
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
ク
ー
ナ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
）

　

通　
　

訳
：�

ユ
リ
ア
ン
・
ツ
ァ
ン
ダ
ー
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
鴨
川　

イ
ン
タ
ー
ン
）

令
和
４
年
11
月
９
日
（
水
）

華
道　

未
生
流
笹
岡　
　

講
師　

中
谷
豊
甫

　

受 

講 

者
：
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ク
ヴ
ァ
ス
ト
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ブ
レ
イ
デ
ィ
ー
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
ク
ー
ナ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ア
ナ
・
ラ
ウ
ラ
・
ロ
ッ
サ
（
ド
イ
ツ
）

　

通　
　

訳
：�

ユ
リ
ア
ン
・
ツ
ァ
ン
ダ
ー
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
鴨
川　

イ
ン
タ
ー
ン
）
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令
和
４
年
11
月
23
日
（
水
祝
）

香
道　

教
林
坊
流　
　

講
師　

早
川
光
菜

　

受 
講 
者
：
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ク
ヴ
ァ
ス
ト
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
ク
ー
ナ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
）

　

通　
　

訳
：�
福
井
聡
美
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ

ラ
鴨
川　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

令
和
５
年
３
月
７
日
（
火
）

華
道　

未
生
流
笹
岡　

講
師　

中
谷
豊
甫

　

受 

講 

者
：
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ヤ
ナ
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
（
ド
イ
ツ
）

　

通　
　

訳
：�

福
井
聡
美
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ

ラ
鴨
川　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）　

令
和
５
年
３
月
23
日
（
木
）

茶
道　

裏
千
家　
　

講
師　

天
野
宗
信

　

受 

講 

者
：
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
（
ド
イ
ツ
）

　
　
　
　
　
　

ヤ
ナ
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
（
ド
イ
ツ
）

　

通　
　

訳
：�

福
井
聡
美
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ

ラ
鴨
川　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）　

「
華
道
教
室
体
験
」

中
谷�

豊
甫

　

11
月
に
、
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
か
ら
４
名
の
芸
術
家

の
方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
和
室
を
ご
希
望
で
し
た
の
で
、
旧
館

の
和
室
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
流
の
花
姿
の
基
本
で
あ
る
直
角
二
等
辺
三
角
形
を
、
お
花
で
構

成
す
る
こ
と
を
ご
説
明
し
、
簡
単
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
致

し
ま
し
た
。
花
材
は
ス
ト
ッ
ク
と
バ
ラ
。
皆
さ
ん
の
会
話
も
弾
み
、

楽
し
ん
で
お
い
け
い
た
だ
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
け
上
が
っ
た
作
品
を
床
の
間
に
飾
っ
て
記
念
撮
影
。
床
の
間
の

前
に
ご
自
身
も
お
座
り
に
な
り
、
作
品
と
共
に
カ
メ
ラ
に
収
ま
ら
れ

る
の
で
す
が
、
カ
ル
メ
ン
よ
ろ
し
く
バ
ラ
を
口
に
咥
え
て
ポ
ー
ズ
を

と
ら
れ
る
お
茶
目
な
一
面
も
。

　

教
材
の
プ
リ
ン
ト
類
を
お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
帰

国
後
も
お
花
を
い
け
て
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「
香
り
を
聞
く
」

早
川�

光
菜

　

紅
葉
の
色
鮮
や
か
な
11
月
末
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
お
客
様
が
香
道
を

体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
千
五
百
年
ほ
ど
前
に
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
お

香
で
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
関
わ
り
方
が
変
化
し
、
進
化
し
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て
き
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
に
は
漢
方

薬
と
し
て
空
気
を
清
め

た
り
、
衣
装
に
た
き
し

め
て
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
し
た
り
。
鎌
倉
時

代
に
は
精
神
安
定
剤
と

し
て
、
そ
し
て
室
町
時

代
に
は
香
木
の
分
類
が

行
わ
れ
、
作
法
も
確
立
し
て
ゆ
き
ま
す
。
仏
使
で
あ
っ
た
お
香
が
芸

道
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
歴
史
に
、
と
て
も
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
実
際
に
香
を
炷
（
た
）

き
、香
り
を
鑑
賞
す
る
時
間
。ゆ
っ

く
り
静
か
に
息
を
し
な
が
ら
、
丁

寧
に
香
り
と
向
き
合
い
ま
す
。

　

香
道
で
は
香
り
を
「
聞
く
」
と

表
現
し
ま
す
。
香
木
は
産
地
に

よ
っ
て
香
り
が
異
な
り
、
伽
羅
・

羅
国
・
真
南
蛮
・
真
那
賀
・
佐
曽

羅
・
寸
聞
多
羅
の
六
種
類
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
僅
か
な

香
り
の
違
い
も
逃
さ
ぬ
よ
う
、
香

り
を
聞
き
な
が
ら
、
心
の
中
の
声

を
聞
く
静
寂
な
時
間
が
流
れ

ま
し
た
。

　

日
本
独
自
に
進
化
し
た
香

り
の
文
化
を
、
い
ろ
ん
な
国

の
方
々
に
是
非
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畳
の
お
部
屋
で
す
が
、
椅
子

の
ご
用
意
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
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「
こ
こ
ろ
を
込
め
て
お
話
し
し
ま
し
た
」

天
野�

宗
信

　

今
回
の
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
方
へ
の
案
内
役
は
、
私
に
と
っ

て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
お
二
人
も
茶
道
体
験
は

全
く
初
め
て
と
い
う
事
で
、
点
前
手
続
き
の
実
践
よ
り
も
ま
ず
は
一

階
広
間
に
て
床
の
間
の
し
つ
ら
え
の
意
味
や
掛
け
軸
、
香
合
、
花
の

拝
見
の
仕
方
を
お
見
せ
し
て
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
薄
茶
平
点
前
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
み
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
時
も
一
つ
一
つ
の
所
作
に
つ
い
て
、
何
を
し
て
い
る

の
か
を
ご
説
明
し
な
が
ら
薄
茶
を
点
て
季
節
の
主
菓
子
と
と
も
に
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
帛
紗
さ
ば
き
と
点
茶
の
実
践
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
、
上
手

に
道
具
を
扱
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
三
階
の
小
間
の
茶
室
へ
上
が
っ
て
、
躙
り
口
か
ら
の
入
り

方
と
茶
室
内
で
は
皆
平
等
に
な
る
と
い
う
精
神
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

建
築
専
攻
と
い
う
お
二
人
の
興
味
に
応
え
る
よ
う
、
網
代
天
井
、

化
粧
屋
根
裏
、
ま
た
落
ち
天
井
は
亭
主
の
へ
り
く
だ
っ
て
お
客
様
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
の
表
現
で
あ
る
な
ど
、
部
屋
の
構
造
な
ど
に
つ

い
て
も
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
満
足
さ
れ
た
ご
様
子
で
、
私
も
こ
こ
ろ
を
込

め
て
お
話
し
し
て
ひ
と
と
き
の
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。


